
  

 

  

  

 

 

 
 

 

                          

                           

8
月
29
日
、
市
内
一
斉
に
大
規
模
地
震
の
発

生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
山
口

地
区
で
は
五
百
五
十
人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
ま

し
た
。 

山
口
地
域
で
は
一
時
避
難
所
と
な
る
十
二
か
所

の
各
集
会
所
を
、
馬
籠
地
域
は
峠
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
、
馬
籠
ふ
れ
あ
い
広
場
を
そ
れ
ぞ
れ
訓
練
会

場
と
し
、
朝
9
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図
に
避

難
・
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

 

第
11
町
内
会
で
は
、
住
民
17
名
が
大
き
な
地

図
を
使
っ
て
、
図
上
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。
地

図
上
に
車
が
通
行
可
能
な
道
や
人
が
通
れ
る
だ

け
の
道
を
塗
り
分
け
て
避
難
経
路
を
確
認
し
た
り
、

過
去
の
被
災
箇
所
を
記
入
し
て
危
険
箇
所
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
災
害
に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
図

り
ま
し
た
。 

 

馬
籠
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、『
馬
籠
の
め
組
』
が

中
心
と
な
り
、
消
防
団
員
の
指
導
の
も
と
、
消
火

器
や
可
搬
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

 

防
災
訓
練
を
通
じ
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
『
自
助
・
互
助
』
の
意
識
が
高
ま
り
、
各
家
庭

に
お
い
て
も
防
災
の
備
え
を
今
一
度
見
直
す
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

消火器を用いた初期消火訓練 

避難経路や過去の被災箇所を

書き込み、改めて危険箇所が

確認できました（写真上・右） 

   11区集会所図上訓練 

平成22年10月1日 

第 62号 

(毎月１日発行) 

中津川市 

山口総合事務所 

(0573)75－2126 

未来は消防士・・・？ 

訓練は子どもも頑張りました 



  

 

馬馬
籠籠
地地
域域
にに
ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ
設設
置置  

大大
切切
なな
命命
をを
守守
るる
たた
めめ
にに  

 

馬
籠
地
域
で
暮
ら
す
人
々
と
こ

の
地
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
観
光
客

の
命
を
守
る
た
め
、
峠
・
馬
籠
・
荒

町
に
そ
れ
ぞ
れ
1
台
ず
つ
Ａ
Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。 

心
停
止
し
た
人
に
対
し
て
は
、
早

期
に
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク(

除
細
動)

を

行
う
こ
と
が
、
救
命
率
ア
ッ
プ
に
繋

が
り
ま
す
。 

い
ざ
と
い
う
と
き
、
慌
て
ず
確
実

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
今

後
は
各
地
域
で
救
命
講
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

積
極
的
に
講
習
を
受
講
し
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
人
を
救
え
る
よ
う
備

え
ま
し
ょ
う
。 

 Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は 

心
室
細
動
な
ど
に
よ
る
心
停
止

者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常

な
心
臓
の
動
き
を
取
り
戻
さ
せ
る

医
療
機
器
で
、
電
源
を
入
れ
る
と
、

救
助
者
に
対
し
音
声
指
示
が
流
れ
、

指
示
に
従
い
操
作
す
れ
ば
、
電
気
シ

ョ
ッ
ク
の
必
要
性
を
機
械
が
自
動

判
断
し
、
医
療
関
係
者
以
外
で
も
安

全
に
使
用
で
き
ま
す
。 

                    

      

救救
急急
救救
命命
講講
習習
でで
命命
をを
守守
るる  

 

8
月
21
日
、
山
口
公
民
館
で
救

急
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

消
防
署
の
救
急
救
命
士
が
講
師

と
な
り
、
心
肺
蘇
生
や
三
角
布
を
使

っ
た
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
毛
布
を

使
っ
た
応
急
担
架
の
作
り
方
な
ど
、

資
機
材
が
な
く
て
も
臨
機
応
変
に

よ
り
対
処
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
併

せ
て
学
び
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
習
会
は
山
口
地
域
か

ら
約
30
名
が
参
加
し
、
3
時
間
の

日
程
終
了
後
、
受
講
者
に
は
普
通
救

命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。 緊

急
時
に
、
慌
て
ず
的
確
な
人
命

救
助
活
動
を
行
う
た
め
に
は
定
期

的
に
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
習

会
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

災災
害害
時時
にに
役役
立立
つつ
よよ
うう  

戸戸
別別
受受
信信
機機
のの
適適
正正
管管
理理
をを
！！  

  

現
在
、
山
口
地
区
で
使
用
し
て
い

る
防
災
行
政
無
線
は
、
設
置
後
約
30

年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。 

 

市
で
も
無
線
施
設
な
ど
定
期
的

に
点
検
を
行
い
、
不
具
合
が
あ
る
場

合
は
修
理
を
行
う
な
ど
の
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
良
好
な
状
態
で

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
家
庭

の
受
信
機
に
つ
い
て
も
今
一
度
次

の
点
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

☜
乾
電
池
は
1
年
に
1
回
を
目
安

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い 

☜
受
信
状
況
が
良
く
な
い
場
合
は
、

ま
ず
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
を
調
整

す
る
な
ど
し
て
様
子
を
み
て
く

だ
さ
い 

☜
次
の
よ
う
な
場
合
は
修
理
が
必

要
で
す
の
で
、
山
口
総
合
事
務
所

ま
で
受
信
機
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

 

・
放
送
が
終
了
し
て
も
雑
音
が
鳴

り
止
ま
な
い 

 

・
乾
電
池
ケ
ー
ス
内
の
端
子
に
腐

食
が
あ
る 

峠区は峠農業研修センターに 

馬籠区は馬籠集会所に 

荒町区は馬籠自然休養村センターに 

いざやってみると重労働です 

（心臓マッサージ） 



  

 

祝祝  

道道
のの
駅駅
『『
賤賤
母母
』』  

  
  
  
  
  

開開
駅駅
1155
周周
年年  

 

9
月
4
・
5
日
の
両
日
に
、
道
の

駅
『
賎
母
』
開
駅
15
周
年
感
謝
祭
が

山
口
特
産
開
発
主
催
、
中
津
川
市
・

山
口
農
産
物
等
直
売
組
合
共
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
利
用
者
へ
の
日
頃
の
感

謝
と
、
更
な
る
周
知
・
発
展
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

公
募
に
よ
り
出
店
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

時
代
装
束
で
の
観
光
案
内
な
ど
、
チ

ラ
シ
を
見
て
立
ち
寄
っ
た
方
や
、
ド

ラ
イ
ブ
の
途
中
に
ふ
と
立
ち
寄
っ

た
方
な
ど
多
く
の
方
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

両
日
を
通
し
、
３
斗
の
も
ち
米
で

作
っ
た
紅
白
の
祝
い
餅
が
配
ら
れ
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。 

       

賤賤
母母
『『
川川
とと
緑緑
のの
公公
園園
づづ
くく
りり
』』  

着着
々々
とと
整整
備備  

  

昨
年
4
月
18
日
に
関
西
電
力
労

働
組
合
東
海
地
方
本
部
・
中
津
川

市
・
中
津
川
市
職
員
組
合
・
山
口
地

域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
4
者
が

「
賎
母
の
森 

川
と
緑
の
公
園
」
づ

く
り
協
定
書
を
締
結
し
、
年
数
回
の

草
刈
清
掃
や
、
つ
つ
じ
等
の
植
栽
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

9
月

12
日
に
今
年
度
4
回
目

の
作
業
を
行
い
、
作
業
後
に
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。 

          

交
流
会
で
は
、
各
団
体
が
焼
き
そ

ば
・
焼
肉
・
飲
み
物
・
冷
や
し
野
菜
・

か
き
氷
・
ご
へ
ー
も
ち
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
を
受
け
持
ち
、
各
コ
ー
ナ
ー
自

慢
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
ま

た
用
意
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
、
大
変
盛
り
上
が
り
、
賞
品
を
手

に
さ
れ
た
ラ
ッ
キ
ー
な
皆
さ
ん
は
、

大
喜
び
で
し
た
。 

当
日
は
大
変
暑
い
日
で
し
た
が
、

作
業
に
汗
を
流
し
、
野
外
で
の
食
事

を
楽
し
み
、
ビ
ン
ゴ
で
交
流
を
深
め
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

｢｢

山山
口口
農農
産産
物物
等等  

直直
売売
組組
合合
」」
便便
りり  

 

9
月
に
入
っ
て
も
夏
日
の
更
新

が
続
き
、
適
度
の
お
湿
り
の
恵
み
を

も
忘
れ
た
よ
う
な
気
候
で
農
作
物

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

組
合
員
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
生
鮮
品
（
野
菜
、
果
物
）
の
出
荷

量
が
落
ち
込
み
、
前
年
実
績
の
70
％

台
に
と
ど
ま
り
、
賤
母
の
直
売
所
は

毎
日
午
前
中
に
品
切
れ
状
況
に
な

る
日
が
続
い
て
い
ま
す
。 

8
月
は
お
客
様
の
「
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
？
」
の
声
を
た
び
た
び
耳
に
し

ま
し
た
が
、
気
象
の
ほ
か
に
鳥
獣
害

（
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
猿
、
烏
、
猪
）
の

影
響
を
受
け
出
荷
量
が
め
っ
き
り

尐
な
く
な
り
、
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

第第
2233
回回  

ふふ
るる
ささ
とと
馬馬
籠籠
ごご
へへ
ーー
祭祭
りり  

開開
催催
のの
おお
知知
らら
せせ  

  

平平
成成
2222
年年
1100
月月
3311
日日((

日日))   

  
  
  
  
  
  

午午
前前
99
時時
3300
分分
～～  

    

            

  

23
回
の
歴
史
と
、
地
域
を
挙
げ
て

の
取
り
組
み
が
県
内
外
か
ら
の
集

客
を
呼
び
、
今
や
中
津
川
市
を
代
表

す
る
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
も
「
も
て
な
し
の
心
」
を
忘

れ
ず
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
祭
り
が

開
催
で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

  

ふ
る
さ
と
馬
籠
ご
へ
ー
祭
り 

実
行
委
員
会 

  

何かいいもの当たるかな？ 

（お楽しみ抽選会） 

 

大人数分の焼きそば作り 

暑い中頑張ってくれました 



  

 

山山
口口
ＵＵ
ＩＩ
タタ
ーー
ンン
者者
用用
住住
宅宅  

工工
事事
のの
安安
全全
をを
祈祈
願願  

   

来
年
4
月
の
入
居
を
目
指
し
、
現

在
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
山
口

地
区
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
用
住
宅
で
す

が
、
い
よ
い
よ
建
物
本
体
の
工
事
準

備
が
整
い
、
9
月
11
日
、
市
長
、

市
議
会
議
長
、
地
元
区
長
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
30
名
が
出
席
し
て
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

大
山
市
長
か
ら
は
、
「
小
学
校
の

複
式
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
山

口
地
区
の
特
色
を
生
か
し
、
核
と
し

て
い
き
た
い
。
」
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
住

宅
に
か
け
る
意
気
込
み
と
「
地
域
に

温
か
く
迎
え
い
れ
て
頂
き
、
土
地
・

空
き
家
な
ど
の
お
世
話
を
お
願
い

し
た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。 

       

 

 

夏夏
休休
みみ
にに
陶陶
芸芸
体体
験験
！！  

講講
師師
にに
馬馬
籠籠
のの
中中
道道
ささ
んん 

 

 

8
月
21
日
、
山
口
公
民
館
で
わ

く
わ
く
体
験
く
ら
ぶ
の
第
4
回
を

開
催
し
ま
し
た
。
山
口
、
坂
下
、
川

上
の
小
学
生
31
人
が
登
録
し
て
お

り
、
3
月
末
ま
で
11
回
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。 

今
回
は
荒
町
3
町
内
会
の
中
道

和
廣
さ
ん
を
講
師
に
、
陶
芸
に
挑
戦

し
ま
し
た
。 

 
低
学
年
を
対
象
と
し
た
午
前
の

部
で
は
、
10
人
が
ク
マ
の
顔
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
状
差
し
を
作
り
ま
し

た
。
板
状
に
伸
し
た
粘
土
を
型
紙
に

あ
わ
せ
て
切
り
抜
い
て
、
貼
り
合
わ

せ
た
り
、
線
を
彫
り
込
ん
だ
り
し
て

立
体
的
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
壁
に
か

け
て
手
紙
や
メ
モ
、
小
物
な
ど
を
入

れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

高
学
年
が
多
か
っ
た
午
後
の
部

で
は
、
11
人
が
大
皿
に
挑
戦
。
四
角

い
粘
土
を
ボ
ー
ル
状
に
丸
め
て
か

ら
、
叩
い
て
円
形
に
伸
し
、
縁
を
持

ち
上
げ
て
皿
に
し
ま
し
た
。
ど
ん
な

料
理
を
載
せ
よ
う
か
、
悩
み
な
が
ら

形
を
整
え
る
微
笑
ま
し
い
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。 

 

作
品
が
焼
き
上
が
る
の
は
も
う

尐
し
先
に
な
り
ま
す
が
、
陶
芸
に
取

り
組
ん
だ
一
日
が
夏
休
み
の
よ
い

思
い
出
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

                                          

美美
しし
いい
チチ
ェェ
ロロ
のの
ハハ
ーー
モモ
ニニ
ーー  

 

8
月
22
日
、
馬
籠
ふ
る
さ
と
学

校
体
育
館
で
チ
ェ
ロ
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
校
で
合

宿
を
行
っ
た
『
才
能
教
育
研
究
所
・

中
島
ク
ラ
ス
』
の
皆
さ
ん
が
合
宿
の

成
果
発
表
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

昨
年
5
月
に
続
き
、
今
回
で
2
度

目
と
な
り
ま
す
。 

 

合
宿
に
は
、
遠
く
は
九
州
か
ら
、

約
130
名
が
参
加
し
た
そ
う
で
す
。 

普
段
あ
ま
り
目
に
で
き
な
い
大

人
数
で
の
チ
ェ
ロ
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
、
会
場
を
訪
れ
た
方
は
心
地

よ
い
時
間
が
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。 

            

粘土を丸めて大皿を作ります クマの顔の状差しです 

チェロの美しい調べに会場はうっとり・・・ 

関係者を前に大山市長があいさつ

しました 


